
安全上の注意

トイレ用手すり（EWC210R）施工説明書

■安全のために必ずお守りください。
ご使用の前にこの「安全上の注意」をよくお読みのうえ正しくお使いください。この説明書では、機器を安全に正しくお使いいた
だき、あなたや他の人々への危害や財産の損害を未然に防止するための表示をしています。
その表示と意味は次のようになっています。

■取付けが終わりましたら、この施工説明書をお客様にお渡しください。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定
される内容、及び物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

してはいけない「禁止」内容を伝えるものです。

必ず実行していただく「強制」内容を伝えるものです。

注意

① 部品の確認 ※梱包を開け、下表を参考のうえ部材・部品の有無を確認ください。

部材

個数

材質

姿図

脚フレームＲ 脚フレームＬ 上フレーム 木製アームレスト 樹脂袋 ねじ袋

1 1 1 2 1セット 1セット
鋼管・ステンレス 鋼管・ステンレス 鋼管 天然木 樹脂 ステンレス

TOTOラベル 2個 

1個 

6本 

6本 

2本 
6個 

注意

トイレ用手すりを取付けの際は、付属の本体取付ねじでしっかりと床に固定する。
コンクリート床の場合、ドリル径、下穴深さを守る。

製品がはずれてけがをするおそれがあります。
必ず実行

トイレ用手すりを取付けの際は、木床の場合、取付床下地12mm以上の構造用合板（JAS規格品）、コンク
リート床の場合、圧縮強度210㎏f/㎝2以上のコンクリート床を使用する。

製品がはずれてけがをするおそれがあります。
必ず実行

脚フレームと上フレームは、付属のねじでしっかりと固定する。

上フレームがはずれて、けがをするおそれがあります。

必ず実行

木製アームレストと上フレームは付属のねじでしっかりと固定する。

木製アームレストがはずれて、けがをするおそれがあります。

必ず実行

② 製品寸法
上面図 正面図 側面図

65 65435
565

5
3
6

40 40460
540

565 350

φ32

481

6
5
5

③ 組立の前に
■高さ調整機能・アームレスト前後調整機能があります。（共に2段階調整式）
この機能を十分に活用して使いやすい状態にしてください。

※⑥「使い易くするための調整方法」の
高さ調整・アームレスト位置の調整を参照してください。

上フレーム 

木製アームレスト 

アームレスト取付ねじ 
トラスねじM6×50

フレーム固定ねじ 
なべ頭ねじM6×30

本体取付ねじ 
なべ頭ねじφ6×50

脚フレームＬ 

平座金 

脚フレームR

背あたりパッキン 
50×43×8（3） 

⑤－1パッキン 
取付を参照して 
ください。 

※調整リング 
32×25 

（必要な場合のみ） 
 




通常は木製アー

ムレストの埋込
みナット後側3
ヶ所でねじ固定
します。 






④ 組立図
1．アームレストの取付
2．トイレ用手すり本体の組立
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⑤ 取付方法
■取付工事の前にこの取付方法をよくお読みの上、順番にそって正しく取付けてください。

タンク密結形・レストパル 隅付ロータンク
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背当りパッキン 

付属の平座金を通した本体 
取付ねじで固定してください。 
（左右各3ヶ所） 

平座金 

背当りパッキン 

便器の中心に来るように置いてください。 便器の中心に来るように置いてください。

ロータンクからのすき間・便座の自立を確認して
取付位置を決めてください。

背当りパッキンを取付けてください。 背当りパッキンを取付けてください。

ロータンクからのすき間・便座の自立を確認して
取付位置を決めてください。

取付後がたつきがないか確認してください。

トイレ用手すりを取付けの際は、付属の本体
取付ねじでしっかりと床に固定する。
コンクリート床の場合、ドリル径、下穴深さを
守る。

本体がはずれてけがをするおそれがあります。

トイレ用手すりを取付けの際は、木床の場合、
取付床下地12mm以上の構造用合板（JAS
規格品）、コンクリート床の場合、圧縮強度
210㎏f/㎝2以上のコンクリート床を使用する。

本体がはずれてけがをするおそれがあります。

注意

1 2 3

ドリル径 
8

適合ドリルで 
下穴をあける。 

プラグを下穴に 
入れてください。 

本体取付ねじを締 
めつけてください。 

〈コンクリート床の場合〉
■別売EW59019（コンクリートプラグ）
をご使用ください。

〈木床の場合〉

適合ドリ径
8㎜

下穴深さ
55㎜

木製アームレスト高さ調整

調
　
整
　
方
　
法

木製アームレストの位置調整

■通常は調節リングは使用しません。
■車いす対応便器（C780AB・C710A）
車いす対応便器台（HP700F）をお使いの方は
調整リングを使用して高い位置でねじを固定し
てください。

■通常は標準位置に取付けます。
■横側入口でトイレへの出入りの際
アームレストがじゃまになる時には
アームレストを後方に下げてお使いください。

フレーム固定ねじ 

調整リング 

上フレームに調整リングを 
はめ込んでください。 

トイレ入口 

後方位置 

標準位置 

60mm

木製アームレストの埋込みナット前側
3ケ所でねじ固定してください。
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注意
脚フレームと上フレームは付属のねじでしっかりと固定する。

上フレームがはずれて、けがをするおそれがあります。

木製アームレストと上フレームは付属のねじでしっかりと固定する。

木製アームレストがはずれて、けがをするおそれがあります。

必ず実行

必ず実行

■25mm標準より高くなります。

■60mm標準より前出が少なくなります。

⑥ 使い易くするための調整方法
■トイレ用手すりには高さ調整機能・アームレスト前後調整機能があります、この機能を活用して使い易い
状態にしてください。


